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○グループホームおおやぎ

南区大柳町375-1 ＴＥＬ：053-426-3300

○多機能ホームながつる

東区長鶴町249 ＴＥＬ：053-421-8200

拓己会理念

私たち医療法人社団拓己会の職員は

ご利用者様を愛し 敬い 認めます

グループホームおおやぎ

多機能ホームながつる

節分を行いました。

新聞紙を丸めた

ボールを鬼役の

職員に投げて厄

払いを行いました。

初日の出を見られ皆

様で手を合わせまし

た。新年会にて一年

間皆様が無事に過ご

すことが出来るように

獅子舞いに頭を噛ん

でいただき厄払い・

無病息災を願いまし

た。

「長鶴の郷」「グループホームおおやぎ」「多機能ホームながつる」をご利用の皆様

並びにご家族の皆様 日頃は私共の運営にご理解とご協力をいただきありがとうござ

います。

拓己会の介護施設が開設して18回目の春を迎えることができました。これもひとえに

皆様のおかげと感謝いたします。

今年は元日に能登半島地震が発生しました。そのあまりの被害の大きさに驚き、心を

痛めそして不安にさいなまれました。何があっても皆様を守っていかねばなりません。

普段の備え，ＢＣＰ策定の重大さを痛感しています。

また、この四年間は新型コロナの対策に頭を痛めてまいりました。

昨年5類に変更になりましたが、コロナ禍前の状態に戻れることをイメージすること

は非常に難しいです。今後は支援や補助金も打ち切られるため、対応も変化していか

ざるを得ないのではと考えます。そして今年は介護報酬改定の年で、介護・医療・福

祉のトリプル改定に当たります。その内容は施設にも変革を余儀なくされるものに

なっています。

このような様々な課題の中、ポストコロナのニューノーマル時代に施設はどう対応し

ていけばいいのか？考え悩み実行し前向きに進んでまいります。

新たな取り組みもしています。昨年度、法人で初めて介護技術コンテストを実施しま

した。5つのチームに分かれ、代表者を決めて審査しました。目的は介護技術の向上

とチームワークの構築です。緊張感もあり良い刺激になりました。また行事も以前と

同じとはいきませんが、工夫をして実施しています。毎年恒例のお花見も各施設でそ

れぞれの形で楽しい時間を過ごしていただきました。防災訓練も含め災害対策も強化

していきます。

私たち介護職の原点は、皆様の笑顔が見たい！ということと考えます。皆様の安心・

安全そして笑顔を守ることに職員一同尽力してまいります。

今年度もどうぞよろしくお願いいたします。

令和6年 4月

医療法人社団 拓己会

理事 秋 優子

元旦に近くの神社に初詣にいきました。

皆様手を合わせ拝んでおられました。

長鶴の郷

くす玉割りの後、

代表者の方に新

年の抱負を述べて

いただきました。ま

たかるた取りや福

笑い等のお正月

の遊びを楽しんで

いただきました。

2月2日 節分

豆つかみ競争を楽しんでいただきました。

赤鬼・青鬼が施設来設。記念撮影にて素敵

な笑顔が見られました。

～介護技術コンテスト～
日々の業務の中で鍛えた介護技術の高さを競

い、より良いケアに繋げるため「排泄ケア(オムツ

交換)」をテーマに3施設5チームにわかれ開催し

ました。この日のためにどの部署も練習を重ね

取り組まれていました。

今年度の優勝チームは

長鶴の郷2階でした！


